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木更津における矯正施設再考
Studying penetrate the boys
Reconcideration of correctional institution in KISARADU
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法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
I recocender correctional insititution.It has not changed.The insititution where inmates can create the 
framework of their own society and learn actively, rather than passively learn.I envision the 
architecture which can local residents support the boys and activate the town.
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近 年 矯 正 施 設 の 見 直 し が な さ れ て い る が、 そ れ ら は す
べ て が 矯 正 教 育 の 内 容 が す べ て で あ る。 昔 か ら 比 べ 矯
正 教 育 の 内 容 は か な り 進 ん で 来 て い る が、 矯 正 施 設 自
体の問題に目を向け改善された例はない。
現 在 の 矯 正 施 設 は 日 本 で は 一 つ、 少 年 院 と 位 置 づ け ら
れ て い る。 そ の 他 の 刑 務 所 や 拘 置 所 な ど は 「 矯 正 」 で
は な く 「 刑 罰 」 を 受 け る 場 所 で あ る。 し か し こ れ ら の
施 設 は 建 築 的 観 点 か ら あ る 点 に 置 い て 類 似 し て る。 そ
れ は 塀 で 囲 わ れ た 施 設 で あ る こ と で あ る。 こ の 塀 の 意
味 は 守 る こ と で あ る。 そ れ は 周 辺 住 民 を 守 る こ と、 施
設 内 の 者 の プ ラ イ バ シ ー を 守 る こ と。 こ れ ら は 非 常 に
重 要 で あ る こ と だ が 少 年 院 と い う 矯 正 施 設 で の 塀 は 正
し い の だ ろ う か。 塀 が あ る こ と で 施 設 の 情 報 は 行 き 渡
る こ と は な く 犯 罪 を 犯 し た も の が ど の よ う に 暮 ら し て
いるのかさえ分からない施設となっている。
矯 正 施 設 は 社 会 の 枠 組 み を 学 び、 形 成 し 現 実 社 会 に 出
て 行 く こ と が 目 的 で あ る。 し か し 社 会 と 施 設 を 分 離 す
る こ と で 現 実 社 会 と 施 設 と の 乖 離 が 起 き、 施 設 自 体 が
別 の 世 界 や 社 会 と な る。 こ れ は 収 容 者 だ け で な く 職 員
にも精神的影響を与える。 これは非常に危険である。
１設計概要
本計画では矯正施設自体を考え直し提案する。
収 容 者 が 自 ら 社 会 の 枠 組 み を 作 り 出 す こ と が 出 来 る
場。 そ れ は 体 験 的 に 起 き る べ き で あ り 受 動 的 に 学 ぶ
こ と で は な く 能 動 的 に 自 然 と 作 り 出 す こ と が 出 来 る 場
所。
２少年院の現状
少年院の現状を見ていく。少年が犯罪を犯した場合少年
鑑別所にいき、その後少年院、児童自立支援施設、保護
観察所、少年刑務所に分かれていく。この４施設の中で
多くを請け負うのが少年院である。その少年院は種別と
して４つにわかれ、且つそこから教科、職業とコースが
分かれていく。この教科では高校卒業資格がとれる。職
業コースは様々なものがあり、現代に合わせたパソコン
などの職業訓練も場所により用意されている。これらの
ことから少年院は多くの多くの少年の矯正教育をになっ
ていることが分かる。その内容は豊富と言えるが施設自
体の改変や多様化特殊性はない。
3 敷地
小田原少年院の建て壊しが決定され移動の計画が現在な
されている。また、他施設との統合が計画されているたる。
そこで今回収容人数が３割を下回る市原少年院との統合
を想定する。また、この関東圏内で漁業、農業に優れて
いる木更津を敷地に選定。
０はじめに
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 ■住宅施設
住宅施設には農業と漁業施設で加工されたものを売る簡
易販売所や貸し出し販売所が用意されている。
廃虚になってしまった家などをつなげていき、路地に少
年たちの居場所を作り出していく。
■漁業施設
この施設には持ち込み市場や船着き場休憩所など市民の
利用する施設がありそれらは街の風景となる。少年院専
用では加工室などが道沿いに配置され街の一部となる。
■農業施設
あぜ道の交差点に配置され４つの畑をもちそれぞれは季
節により多様な風景を作りさす。季節により働く場所が
変わり季節とともに風景は変わっていく。この場所にも
持ち込み市場やレストランんどが用意されている。
おわりに
矯正施設とはどの時代においても自由と拘束の二交対立
をなしている。それぞれに沿った施設を考えても答えは
出ないと考えられる。ひとつの回答としてその場所に住
む人や場所に対して向き合い解け合うような建築を作り
出していくことが少年だけでなく待ちにとっても良い場
となりそれが街の風景になる。理想論でなく土着的視点
が人間の本質的回答を作り出し矯正を作り出せることを
提示する。
謝辞
本設計図書を作成するにあたり、修士設計の助言、
資料提供など多くの方に協力していただいたことを
心から感謝している。なかでも、飯田善彦先生、赤
松佳珠子教授、下吹越武人教授、高村雅彦教授には
丁寧かつ熱心なご指導をいただきました。設計方針
などのご指導、叱咤激励をいただいたことを、この
場を借りてお礼申し上げたいと思います。また、そ
の他の研究室内外、先輩後輩多くの相談や手伝いを
して感謝の意を表したい。
参考文献
非行少年の処遇　近畿弁護士会連合会少年問題対策
委員会　編　　明石書籍
少年院をでたあとで　矢部武　著　現代人文社
世界監獄大辞典　重松一義　著　柏書房
現代建築集成 5　福祉・公共施設　啓学出版
畑
丘陵
工場
港
４計画概要
■プログラム
少年院の種別として職業コースに特化したものとし農業、
漁業の２つを選定。これら２つの選定理由として大きな
歴史を持ち普遍的であること。また、技術を身につけこ
とが出来るということである。
建築構成
働き場、 家この二つの役割構成を本建築に置き換える。
こ れ に よ り 地 域 に ネ ッ ト ワ ー ク が 広 が り 地 域 が 一 体 と
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なっていく。
 ■手法
３つそれぞれに共通する手法としてレベルを利用する
ということ。壁を建てるのではなく地面を堀領域を作
り出し空間をつなげていく。
もう一つにそれぞれの領域空間を大屋根でひとつにす
るということ。本計画では少年院専用の場所一般専用
の場所が存在する。それらは隣り合いながらも交わる
ことのない場であるが大屋根で覆うことで一体感を作
り出してい。
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